
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自立する力と豊かな心をもっ

た、心身ともにたくましく生きる児童の育成」を達

成するため、本年度は、「自立と協働」をキーワー

ドにそれぞれの分掌や学年でそれぞれ目標を定め、

毎月検証・改善を行っています。 

本校は、児童数 1018 人、全 41 学級の大規模校で

あるため、主幹教諭が中心となり３月までの短期及

び中期目標を定め、それぞれの主任へ指導・助言や

連絡・調整を行うことで、全職員のベクトルを揃え

ようとしています。また、児童会活動とも連動しており、校内の掲示物

等から、子ども達が「自立と協働」を意識していると感じました。 

今後は、それぞれの取組が、どのような資質・能力をつけるために行

うのかをより明確にすることで、より「自立と協働」に向かう深い実践

が行われることを期待します。 

 
授業から学ぶ 
４年生道徳は、子ども達が意欲的に参加しいろいろな立場で発言して

いました。今後は、つぶやきと発言の区別を行ったり、列で指名したり

する等、挙手以外の指名の仕方を検討されると良いと思いました。 

２年生の教室は優しい子どもが多く、話し合う場面では友達の発言を

共感的に聴いていました。今度は、全ての子どもに課題を理解させるため、短時間のペアでの

話し合いを多く取り入れてみてはいかがでしょうか。 

３年生国語は、タブレットを活用することで、友達の考えを瞬

時に参照し自分の考えと比較できるよう工夫を行っていました。

今後とも、ICT の効果的な活用にチャレンジしてください。 

今後は、ペアやグループ等対話を行う場では、教師はより俯瞰

的に見ることで、それぞれの子どもや学び合いの様子を形成的に

評価し、次への活動に活かされるとよいと感じました。 
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